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６
食育 木育 花育から

 つながる心育



　

２
月
の
搬
入
作
業
に
引
き
続
き
「
当
麻
の
お
店
紹
介
し
隊
」
が

「
龍
乃
泉
酔
い
し
れ
隊
」
に
加
わ
り
、
搬
出
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
二
度
目
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
当
麻
鐘
乳
洞
熟
成
酒
『
龍

乃
泉
』
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
昨
年
は
わ
ず
か
３
カ
月
で
完
売
し
て

し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。
今
年
か
ら
町
内
の
農
家
で
作
ら
れ
た

酒
米
〝
彗
星
〟
を
使
い
、
当
麻
で
生
ま
れ
当
麻
で
育
っ
た
お
酒
へ
と

進
化
。
本
数
も
昨
年
よ
り
３
０
０
本
増
や
し
た
１
５
０
０
本
を
50

日
間
熟
成
さ
せ
ま
し
た
。
洞
内
３
カ
所
に
分
け
て
置
か
れ
て
い
る

１
２
９
ケ
ー
ス
を
隊
員
全
員
の
力
で
外
へ
と
運
び
出
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
少
し
雨
が
降
っ
て
い
て
気
温
も
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
隊
員

た
ち
の
元
気
な
掛
け
声
の
も
と
楽
し
く
作
業
に
励
み
ま
し
た
。

　

取
り
出
し
た
龍
乃
泉
を
試
飲
し
た
高
砂
酒
造
㈱
杜
氏　
森
本
良
久

さ
ん
は
「
今
年
は
当
麻
町
の
お
米
を
使
い
、
搬
入
の
時
の
試
飲
で
も

満
足
で
き
る
仕
上
が
り
で
し
た
が
、
鍾
乳
洞
で
の
熟
成
を
経
て
さ
ら

に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
を
保
ち

な
が
ら
程
よ
い
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
が
の
っ
て
い
て
と
て
も
良
い
仕

上
が
り
で
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
た
く
さ
ん
の
方
に
飲
ん
で
い
た
だ

い
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

と
う
ま
振
興
公
社　

佐
藤
利
博
社
長
か
ら
は
「
多
く
の
方
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
無
事
に
搬
出
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

後
は
高
砂
酒
造
さ
ん
に
お
任
せ
し
て
、
販
売
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
の
口
コ
ミ
で
、
さ
ら
に
『
龍
乃
泉
』
を
広
め
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

果
た
し
て
、
今
年
の
『
龍
乃
泉
』
の
味
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
４
月
28
日
よ
り
道
の
駅
と
う
ま
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
当

麻
店
、
そ
の
他
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
町
内
限
定
販
売
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
早
め
の
完
売
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
飲
ん
だ
こ

と
の
な
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
昨
年
飲
ん
だ
方
も
、
是
非
２
０
１
８
年

の
『
龍
乃
泉
』
を
飲
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

※番組はユーチューブ
(https://www.youtube.com/user/TohmaTo
wnHokkaido) で公開中。
ホームページでも紹介して
います。
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●平成29年度当麻町一般会計歳入執行状況(平成30年３月31日現在)

区　　　分 現行予算額
Ａ上半期収入金額
(4/1～9/30)

Ｂ下半期収入金額
(10/1～3/31)

収入金額
Ａ＋Ｂ

収入率

町 税  5億5,522万　 円 2億4,531万1千円 3億　531万3千円  5億5,062万4千円 99.2％

地 方 交 付 税 23億2,694万9千円 16億5,342万3千円 6億6,662万1千円 23億2,004万4千円 99.7％

国 庫 支 出 金  3億8,900万8千円 8,255万1千円 2億9,590万9千円 3億7,846万　 円 97.3％

道 支 出 金  3億2,207万8千円 6,869万　 円 1億8,210万1千円 2億5,079万1千円 77.9％

町 債 11億6,297万1千円 0円 1億2,837万1千円 1億2,837万1千円 11.0％

そ の 他 16億6,895万4千円 3億5,890万　 円 11億6,230万　 円 15億2,120万　 円 91.1％

歳 入 合 計 64億2,518万   円 24億　887万5千円 27億4,061万5千円 51億4,949万　 円 80.1％

●平成29年度当麻町一般会計歳出執行状況(平成30年９月30日現在)

区　　　分 現行予算額
Ａ上半期支出金額
(4/1～9/30)

Ｂ下半期支出金額
(10/1～3/31)

支出金額
Ａ＋Ｂ

支出率

議 会 費     4,132万9千円 2,195万9千円 1,914万5千円      4,110万4千円 99.5％

総 務 費 22億　349万5千円 4億9,772万9千円 15億3,654万1千円 20億3,427万　 円 92.3％

民 生 費 10億3,501万9千円 4億1,416万　 円 4億2,242万8千円  8億3,658万8千円 80.8％

衛 生 費  3億3,475万8千円 1億5,789万9千円 1億3,771万1千円  2億9,561万　 円 88.3％

農 林 業 費  4億9,810万6千円 7,534万9千円 2億1,678万6千円   2億9,213万5千円 58.6％

商 工 費  1億1,458万6千円 6,489万　 円 4,294万1千円 1億　783万1千円 94.1％

土 木 費  5億5,826万   円 1億3,521万6千円 3億4,965万4千円  4億8,487万　 円 86.9％

消 防 費  2億　974万9千円 9,098万8千円 1億1,874万8千円 2億　973万6千円 99.9％

教 育 費  3億8,264万7千円 1億5,274万3千円 1億6,839万6千円  3億2,113万9千円 83.9％

公 債 費  6億3,172万5千円 2億5,885万6千円 3億3,154万7千円  5億9,040万3千円 93.5％

そ の 他  4億1,550万6千円 0円 1億5,175万8千円 1億5,175万8千円 36.5％

歳 出 合 計 64億2,518万　 円 18億6,978万9千円 34億9,565万5千円 53億6,544万4千円 83.5％

●平成29年度当麻町予算執行状況(平成30年３月31日現在)

会　　計　　名 当初予算額 補正額 現行予算額
歳　　　入 歳　　　出

収入済額 収入率 支出済額 支出率

一 般 会 計 65億9,400万   円 △1億6,882万　 円 64億2,518万　 円 51億4,949万　 円 80.1％ 53億6,544万4千円 83.5％

特

別

会

計

国民健康保険(事業勘定) 10億3,420万   円 △3,974万7千円 9億9,445万3千円 9億2,091万1千円 92.6％ 8億7,773万9千円 88.3％

国民健康保険(医科診療施設勘定) 1億　480万   円 △105万3千円 1億  374万7千円 8,323万1千円 80.2％ 9,759万5千円 94.1％

後 期 高 齢 者 医 療 1億1,120万   円 △537,000円 1億1,066万3千円 1億　855万3千円 98.1％ 1億　758万　 円 97.2％

介 護 保 険 10億  350万　 円 △847万2千円 9億9,502万8千円 8億4,417万1千円 84.8％ 8億7,213万7千円 87.6％

公 共 下 水 道 事 業 1億4,340万 　円 △635万7千円 1億3,704万3千円 1億1,694万4千円 85.3％ 1億2,559万9千円 91.6％

合 　 　 計 89億9,110万 　円  △2億2,498万6千円 87億6,611万4千円 72億2,330万　 円 82.4％ 74億4,609万4千円 84.9％

●平成29年度当麻町水道事業会計歳入歳出執行状況

会　計　名 現行予算額
Ａ上半期収支金額
(4/1～9/30)

Ｂ下半期収支金額
(10/1～3/31)

収支金額
Ａ＋Ｂ

収支率

会
　
　
計

水
道
事
業

収益的収入 1億3,785万　 円 6,243万4千円 7,428万1千円 1億3,671万5千円 99.2％

収益的支出 1億1,663万5千円 2,684万7千円 7,912万1千円 1億　596万8千円 90.9％

資本的収入 1億5,318万3千円 303万5千円 1億　557万8千円 1億　861万3千円 70.9％

資本的支出 1億8,594万1千円 2,225万9千円 1億4,166万7千円 1億6,392万6千円 88.2％

平成29年度下半期町財政状況

わがまちの

家計簿

　まちの財政は、皆さんから納めていただいている町税や、国や道からの交付

金などで賄
まかな

われています。

　町では町民の皆さんに、まちの家計簿を知っていただくため財政状況を年２

回公表しています。

　今回は、平成29年度下半期(10月１日から３月31日まで)の財政状況をお知

らせします。

※収入率、支出率および収支率は現行予算額に対するものです
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●平成29年度決算

[収　入]　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (単位は円、△＝マイナス)
項 目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

寄　附　金
一 般 寄 附 1,100,000 1,157,750 57,750 2,302戸
特 別 寄 附 70,000 63,500 △6,500 農協･森林組合･企業

交　付　金 交 付 金 700,000 700,000 0 当麻町
繰　越　金 繰 越 金 250,906 250,906 0
雑　　　入 雑 収 入 94 45,004 44,910 預金利子･厚志

収入合計 2,121,000 2,217,160 96,160

[支　出]
項 目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

事 務 費

役員会議費 80,000 79,002 △998 総会･役員会
需 用 費 8,000 5,021 △2,979 事務用品

役 務 費 3,000 1,920 △1,080 はがき･切手
小 計 91,000 85,943 △5,057

事 業 費

各分団交付金 350,000 350,000 0
交 際 費 100,000 56,520 △43,480 祝儀･香典他
各後援会交付金 1,109,000 1,109,000 0
表 彰 費 210,000 210,000 0 消防団員勤続表彰
各種大会費 40,000 40,000 0 大雪分会大会第１分団
報 償 費 75,000 85,000 10,000 退団者表彰
小 計 1,884,000 1,850,520 △33,480

予 備 費 予 備 費 146,000 0 △146,000
支出合計 2,121,000 1,936,463 △184,537

            (総収入)2,217,160円　－　(総支出)1,936,463円　＝　(翌年度繰越金)280,697円             

●平成30年度予算

[収　入]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 (単位は円、△＝マイナス)
項 目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 摘　　　要

寄　附　金
一 般 寄 附 1,100,000 1,100,000 0
特 別 寄 附 70,000 70,000 0 農協･森林組合･企業

交　付　金 交 付 金 700,000 700,000 0 当麻町
繰　越　金 繰 越 金 250,906 280,697 29,791
雑　　　入 雑 収 入 94 303 209 預金利子他

収入合計 2,121,000 2,151,000 30,000

[支　出]
項 目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 摘　　　要

事 務 費

役員会議費 80,000 80,000 0 総会･役員会
需 用 費 8,000 8,000 0 事務用品他
役 務 費 3,000 3,000 0 はがき他
小 計 91,000 91,000 0

事 業 費

各分団交付金 350,000 350,000 0
交 際 費 100,000 100,000 0 祝儀･香典他
各後援会交付金 1,109,000 1,109,000 0
表 彰 費 210,000 233,000 23,000 消防団員勤続表彰
各種大会費 40,000 40,000 0 大雪分会大会第2分団
報 償 費 75,000 75,000 0 退団者表彰
小 計 1,884,000 1,907,000 23,000

予 備 費 予 備 費 146,000 153,000 7,000
支出合計 2,121,000 2,151,000 30,000

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
、
町
か
ら

の
補
助
金
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い
る
、
当
麻

町
消
防
後
援
会
、
当
麻
町
交
通
安
全
協
会
の

平
成
30
年
度
定
期
総
会
が
４
月
27
日
に
開
か

れ
、
29
年
度
の
収
支
決
算
、
新
年
度
の
予
算

や
事
業
計
画
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
後
援
会
の
総
会
は
、
当
麻
消
防
署
で

開
か
れ
、
平
成
29
年
度
の
決
算
、
30
年
度
の

予
算
な
ど
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
会
長
に
宮
崎
良
和
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
協
会
の
総
会
は
公
民
館
ま
と
ま

ー
る
で
開
か
れ
、
平
成
29
年
度
の
事
業
報
告

と
決
算
、
30
年
度
の
予
算
が
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
交
通
安
全
教
育
の
実
施
、

交
通
安
全
町
民
集
会
の
開
催
、
交
通
安
全
指

導
員
の
街
頭
指
導
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
両
会
の
収
支
決
算
と
収
支
予
算
は

次
の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

当
麻
町
消
防
後
援
会
に
つ
い
て
は
大
雪
消

　

防
組
合
当
麻
消
防
署
消
防
団
事
務
係(

☎

　

８
４
―
２
１
３
５)

　

当
麻
町
交
通
安
全
協
会
に
つ
い
て
は
総
務

　

課
防
災
係(

☎
８
４
―
２
１
１
１
内
線
１

　

１
２
・
１
１
４)

当麻町消防後援会

平
成
30
年
度
事
業
計
画･

予
算

消
防
後
援
会

交
通
安
全
協
会
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当麻町交通安全協会
●平成29年度決算

[収　入]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (単位は円、△＝マイナス)
科　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

繰 越 金 770,514 770,514 0 前年度繰越金

会 費 1,250,000 1,284,852 34,852
世帯割　2,316戸× 50円＝　　　　　　  　 115,800円
普通車または軽四輪車　1,996戸×500円＝　 998,000円
事業所(64事業所)                         171,052円

補 助 金 50,000 50,000 0 町補助金

雑 収 入 86 5,011 4,925
利息　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11円
旭川東地区交通安全協会連合会無事故500日達成記念 　5,000円

合　計 2,070,600 2,110,377 39,777

[支　出]
科　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

報 償 費 248,000 281,563 33,563
交通安全ポスター入賞者記念品　　　　　31,500円
幼稚園､保育園児卒園記念品　　　　　  100,785円
交通安全町民集会報償費　　　　　　　 149,278円

需 用 費 1,013,000 642,606 △370,994

消耗品費　　　　　　　　　　　　　　 480,748円
  園児通園バッグ 113,400円　啓発用資材 254,522円　 
　交通安全資材 18,686円　指導車等消耗品 62,640円
　交通安全町民集会消耗品 31,500円　
指導車燃料代　　　　　　　　 　　　　 33,294円
食糧費　　　　　　　　　　　　　　　　 6,886円
修繕料(車検代他)　　　　　　　　　　 121,678円

役 務 費 61,000 89,824 28,824

指導車自動車損害保険　　　　　　　　　25,830円
指導車自賠責保険料　　　 　　　　　　 32,610円
指導車車検自家用協会負担金　　　　　　 　800円
指導車車検印紙代　　　　　　　　　　　 1,100円
当麻中学校吹奏楽部楽器運搬費　　　　　21,600円
タイヤ入替脱着手数料等　　　　　　　　 2,160円
無事故無違反証明等　　　　　　　　　　 3,780円
振込手数料　　　　　　　　　　　　　　 1,944円

委 託 料 200,000 98,626 △101,374 交通安全標識設置委託料　　　　　　　　98,626円
備品購入費 150,000 0 △150,000

負担金補助
及び交付金

378,000 378,000 0

旭川東地区交通安全協会連合会負担金　　88,000円
交通安全指導員会補助金　　　　　　　 100,000円
交通安全母の会補助金　　　　　　　　 100,000円
女性ドライバークラブ補助金　　　　　　70,000円
当麻中学校生徒会交通安全キャンペーン助成金　20,000円

公 課 費 20,000 24,600 4,600 指導車重量税　　　　　　　　　　　　　24,600円
合　計 2,070,600 1,515,219 △555,381

            　　(収入)2,110,377円　－　(支出)1,515,219円　＝　(繰越金)595,158円 　　　　　　　　  

●平成30年度予算

[収　入]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (単位は円、△＝マイナス)
科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　要

繰 越 金 595,158 770,514 △175,356 前年度繰越金

会 費 1,250,000 1,250,000 0
世帯割　2,200戸× 50円＝　　　　　　　　 110,000円
普通車または軽四輪車　1,980戸×500円＝　 990,000円
事業所(50事業所)　　　　　　　　　　　 　150,000円

補 助 金 50,000 50,000 0 町補助金
雑 収 入 42 86 △44 利息

合　計 1,895,200 2,070,600 △175,400

[支　出]
科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　要

報 償 費 290,000 248,000 42,000
交通安全ポスター入賞者記念品　　　　　40,000円
幼稚園､保育園児卒園記念品　　　　　　100,000円
交通安全町民集会報償費　　　　　　 　150,000円

需 用 費 768,200 1,013,600 △245,400

消耗品費　　　　　　　　　　　　　　 570,000円
　園児通園バッグ 200,000円  啓発用資材 220,000円
　交通安全資材 50,000円  交通安全町民集会消耗品 50,000円
　その他消耗品 50,000円
指導車燃料代　　　　　　　　　　　　　38,200円
指導車タイヤ代(夏)　　　　　　　　　　50,000円
食糧費　　　　　　　　　　　　　　　　10,000円
修繕料(定期点検代他)　　　　　　　　 100,000円

役 務 費 59,000 61,000 △2,000

指導車自動車損害保険　　　　　　　　　26,000円
指導車タイヤ脱着料(春､秋)　　　　　　　5,000円
無事故無違反証明　　　　　　　　　　　 4,000円
振込手数料　　　　　　　　　　　　　　 2,000円
当麻中学校吹奏楽部楽器運搬費　　　　　22,000円

委 託 料 200,000 200,000 0
備品購入費 200,000 150,000 50,000 懸垂幕 ･啓発のぼり等

負担金補助
及び交付金

378,000 378,000 0

旭川東地区交通安全協会連合会負担金　　88,000円
交通安全指導員会補助金　　　　　　 　100,000円
交通安全母の会補助金               　100,000円
女性ドライバークラブ補助金　          70,000円
当麻中学校生徒会交通安全キャンペーン助成金  20,000円

公 課 費 0 20,000 △20,000 指導車重量税　　　　　　　　　　　　　　　 0円
合　計 1,895,200 2,070,600 △175,400
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鏡　
　

太た

鳳お

ち
ゃ
ん（
４
西
４
・
女
・
能
年
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

小
坂　

正
榮
さ
ん
（
６
東
４
・
91
歳
）

　

松
山
ハ
ナ
子
さ
ん
（
伊　

１
・
82
歳
）

　

森　
　

愛
子
さ
ん
（
４
東
２
・
81
歳
）

（
平
成
30
年
４
月
21
日
～
５
月
20
日
届
け
出

分
・
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
了
承
い
た
だ

い
た
方
の
み
掲
載
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

香
典
返
し
を
廃
し
て
社
協
に

　

松
山
美
喜
男
さ
ん
（
伊　

１
）	

３
万
円

ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
と

し
て
町
に
（
４
月
分
）

　

７
５
４
人
の
み
な
さ
ん
よ
り
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

●
全
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

（
４
月
29
日
・
と
う
ま
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）

・
優
勝　
　

杉
山
光
男
さ
ん

・
準
優
勝　

品
川
道
雄
さ
ん

・
第
３
位　

田
澤
三
千
夫
さ
ん

（
５
月
18
日
・
と
う
ま
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）

・
優
勝　
　

能
登
真
紀
さ
ん

・
準
優
勝　

高
崎
幸
夫
さ
ん

・
第
３
位　

田
澤
三
千
夫
さ
ん

お
誕
生
お
め
で
と
う
あ
か
ち
ゃ
ん
（
住
所

性
別
・
父
ま
た
は
母
）

　
　
　
　
　

俳
句

城
仰
ぎ
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
花
筏	

　
　

好

坂
道
を
自
転
車
桜
捲
い
て
行
く	

　
　

忠

春
雨
や
点
灯
長
き
手
術
室	

誓　

子

木
蓮
の
明
日
は
咲
く
か
な
駅
広
場	

鈴　

子

我
が
庭
の
石
を
洗
う
や
春
の
雨	

栄　

子

　
　
　
　
　

川
柳

レ
バ
ン
ガ
に
死
力
を
尽
く
せ
エ
ー
ル
と
ど
け

	

櫻
井　

清
和

新
緑
の
大
地
見
下
す
大
雪
山

	

林　
　

義
明

は
る
や
す
み　

さ
く
ら
の
花
は　

ま
だ
ま
だ
だ

	

坂
本　

夕
真
（
小
学
２
年
）

か
ぞ
く
で
ね　

お
で
か
け
と
て
も　

た
の
し
み
だ

	

佐
藤　

由
奈
（
小
学
２
年
）

春
が
き
た　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
さ
ん　

こ
ん
に
ち
は

	

石
黒　

彩
乃
（
小
学
３
年
）

入
学
し
き　

一
年
生
は　

か
わ
い
い
な

	

公
平　

有
耶
（
小
学
３
年
）

い
も
う
と
と　

お
ふ
ろ
い
っ
し
ょ
で　

あ
た
た
か
い

	

舟
山　

優
羽
（
小
学
３
年
）

消
し
ゴ
ム
が　

ボ
キ
ッ
と
お
れ
た　

マ
ン
ガ
だ
ね

	

椎
原　

悠
渡
（
小
学
４
年
）

４
年
生　

英
語
の
時
間　

た
の
し
み
だ

	

保
土
澤
莉
榎
（
小
学
４
年
）

春
休
み　

ぼ
や
っ
と
し
て
た
ら　

す
ぐ
終
わ
る

	

宮
田　

心
想
（
小
学
５
年
）

春
が
来
た　

い
ろ
い
ろ
な
花　

き
れ
い
だ
な

	

天
野　

梨
花
（
中
学
２
年
）

習
っ
た
ば
か
り
の
方
も

ぜ
ひ
ご
登
壇
く
だ
さ
い

　

私
の
お
寺
は
庭
が
広
い
の
で
、
四

季
を
通
し
て
清
掃
や
庭
の
手
入
れ
に

家
族
み
ん
な
で
一
年
中
汗
し
て
い
ま
す
。

　

お
経
の
中
に
は
家
の
内
外
の
清
掃

を
す
る
こ
と
は
自
分
自
身
の
心
の
掃

除
を
す
る
こ
と
な
の
だ
と
教
え
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
文
句
は
言
え
ま
せ

ん
。
四
季
の
内
で
一
つ
の
季
節
だ
け

で
も
休
め
な
い
な
い
も
の
か
と
思
っ

て
い
ま
す
が
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

雪
解
け
が
終
わ
っ
て
去
年
の
残
り

の
枯
葉
を
拾
っ
て
い
る
と
一
番
に
タ

ン
ポ
ポ
や
福
寿
草
が
顔
を
出
し
ま

す
。
私
は
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
達

の
よ
う
に
「
長
い
間
雪
の
下
で
大
変

だ
っ
た
ネ
」
と
声
を
か
け
ま
す
。
や

が
て
一
週
間
ほ
ど
す
る
と
あ
ち
こ
ち

の
花
た
ち
が
先
を
競
っ
て
咲
き
出
し

ま
す
。
草
花
ば
か
り
で
は
な
く
桜
・

つ
つ
じ
・
真
っ
白
な
モ
ク
レ
ン
、
ど

の
花
か
ら
も
頂
い
た
心
の
安
ら
ぎ
に

お
礼
を
言
い
た
く
な
り
ま
す
。

　

花
々
と
一
緒
に
雑
草
た
ち
が
一
気

に
成
長
し
ま
す
。
ど
ん
な
条
件
で
も

ま
る
で
強
さ
を
見
せ
つ
け
あ
っ
て
い

る
か
の
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
は
今
度
は
草
取
り
に
と
草

刈
り
に
追
わ
れ
ま
す
。
花
や
木
を
痛

め
な
い
よ
う
に
草
刈
り
機
を
使
う
の

は
大
分
の
年
季
が
必
要
で
す
。
そ
れ

で
も
大
切
な
花
木
を
チ
ョ
ン
ギ
ッ
テ
し

ま
っ
た
時
は
心
臓
ま
で
こ
た
え
ま
す
。

　

晩
秋
ま
で
何
回
も
何
回
も
草
刈
り

で
す
。
秋
は
ま
た
見
事
な
木
々
た
ち

の
衣
装
替
え
で
す
。
見
と
れ
て
い
る

の
は
束
の
間
で
、
強
風
や
寒
さ
で

次
々
と
無
数
の
葉
が
境
内
に
落
ち
て

き
ま
す
。
落
ち
葉
で
す
。
せ
っ
か
く

き
れ
い
に
し
た
庭
に
風
が
吹
く
と
ま

た
掃
除
が
始
ま
り
ま
す
。
我
が
家
は

全
部
で
九
人
の
家
族
で
す
。
人
間
は

使
い
放
題
で
す
。
途
中
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
を
す
る
子
が
出
て
き
ま
す
。
枯

葉
の
布
団
に
飛
び
込
む
者
も
い
ま
す
。

　

や
が
て
冬
が
間
違
い
な
く
や
っ
て

き
ま
す
。
孫
は
早
く
沢
山
雪
が
降
ら

な
い
か
な
ア
ー
と
た
め
息
を
し
て
い

ま
す
。
大
人
は
少
し
で
も
遅
い
初
雪

を
祈
っ
て
い
ま
す
。
時
期
が
く
れ
ば

ど
ん
ど
ん
雪
が
降
り
ま
す
。
こ
う
な

っ
た
ら
健
康
の
た
め
に
大
変
い
い
運

動
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
半
年
雪

と
の
格
闘
で
す
。
お
陰
様
で
お
寺
の

中
は
み
ん
な
元
気
で
お
り
ま
す
。
で

も
少
々
体
に
こ
た
え
て
く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

次
回
の
執
筆
者
は

　

森
脇
ひ
と
み
さ
ん（
５
西
４
）で
す

｢

自
然
の
な
か
で｣　

○132

阿
部
眞
猛
さ
ん

（
５
西
３
）
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あの夏、二人のルカ	 誉田哲也

あやかし草紙	 宮部みゆき

ありえないほどうるさいオルゴール店	 瀧羽麻子

一日の苦労は、その日だけで十分です	 三浦綾子

オーバーロード13	 丸山くがね

かくれキリシタン	 後藤真樹

カットバック	 今野敏

烏百花	 阿部智里

紅のアンデッド	 川瀬七緒

極上の孤独	 下重暁子

５時過ぎランチ	 羽田圭介

三千円の使いかた	 原田ひ香

自分で治す！下肢動脈瘤	 岩井武尚

食堂メッシタ	 山口恵以子

魂の秘境から	 石牟礼道子

小さな暮らしのおすそわけ ミスミノリコ

つながりの蔵	 椰月美智子

デートクレンジング	 柚木麻子

時は待ってくれない	 小田和正

泣きかたをわすれていた	 落合恵子

ハーバリウムづくりの教科書	 平山りえ

バッグをザックに持ち替えて	 唯川恵

ひと	 小野寺史宜

日の出	 佐川光晴

ヘイ・ジュード	 小路幸也

ペインレス上・下	 天童荒太

傍流の記者	 本城雅人

向こう側の、ヨーコ	 真梨幸子

黙過	 下村敦史

流出した日本美術の至宝	 中野明

あのくもなあに？	 富安陽子

あべ弘士どうぶつクイズ教室	 あべ弘士

えがないえほん	 ノヴァク

こびと桃がたり	 なばたとしたか

世界を変えた５０人の女性科学者たち イグノトフスキー

絶望鬼ごっこ10	 針とら

ノラネコぐんだんと海の果ての怪物	 工藤ノリコ

はしれはるのゆきうさぎ	 手島圭三郎

ふしぎ駄菓子屋銭天堂９	 廣嶋玲子

ルルとララのアニバーサリー・サンド	 あんびるやすこ

当麻町立図書館（☎84－２５６６）
ホームページ　http://lib.net-bibai.co.jp/tohma/

●休 館 日　毎週月曜日／年末年始／祝祭日（一部を除く）
　　　　　　特別整理期間
●開館時間　９時30分～17時15分（木曜日は11時～19時）

新 　刊 　書

新刊児童図書

家族みんなで「家
うち

読
どく

」

　読書は、多くの語
ご い

彙や多様な表現に触れることで、言葉を学び、豊か
な感性や表現力、想像力を育成するなど、子どもの健やかな成長に不可
欠なものであり、学力の向上の手助けになるものです。
○乳幼児期（０歳～６歳）	 『本に出会う』
○小学生期（６歳～12歳）	 『本に親しむ』
○中学生期（12歳～15歳）	 『本から学ぶ』
○高校生期（15歳～18歳）	 『本と生きる』
　子どもの読書習慣は、日常の生活を通じて形成されます。読書が生活
の中で行えるよう、『１日10分以上』の読書習慣を身に付けましょう。

特別整理期間の実施について

　図書の整理および清掃を行う特別整理期間を６月25日（月）から27
日（水）の日程で実施します。
　期間中、図書館は休館しますので、図書などの返却は図書館側入口横
のブックポストにお願いします。

『夏の古本市』のご案内

　毎年恒例の『夏の古本市』を次の日程で図書館で開催します。当日は
たくさんの本や雑誌を無料で提供しますのでどうぞご来館ください。
●日　　時：７月１日（日）　９：30～16：30
●冊数制限：なし（袋をご持参ください）

加
か

古
こ

里
さと

子
し

（1926 ～ 2018）

　日本を代表する絵本作家の一人に上げられる加古里子さんは東京大学
工学部で学び、就職後は研究に力を注ぎ、工学博士の学位を取得する一
方で児童向け人形劇や紙芝居活動にも取り組み、1959年より絵本作家
として活動を開始。『だるまちゃん』シリーズを手掛けました。
　その後、会社退社後は、絵本作家として『からすのパンやさん』、『ど
ろぼうがっこう』シリーズなどのユーモラスな絵本から『富士山大ばくは
つ』のような科学絵本まで幅広いジャンルの絵本を描き続けました。
　なお、ペンネームの「かこさとし」の「里子」は俳号であり、本名は
「哲（さとし）」といいました。
他の在館本：『おたまじゃくしの101ちゃん』、『万里の長城』など

　小国ナスミ、享年

43歳。息をひきとっ

た瞬間から、その死

は湖に落ちたひと雫

の波紋のように、家

族や知人に広がって

ゆく。夫婦脚本家が

５年ぶりにお届けす

る第２作目。命のま

ばゆいきらめきを描

いた感動と祝福の

物語。

さざなみのよる
木皿泉

　世界最大の物

流会社で繰り広

げられる苛烈な

現場。

　広がる格差へ

の不満を背景に

非正規労働者

の待遇改善を訴

え、「バルス」と名乗る人

物が「テロ」を仕掛けた。

そして国内の物流が滞り、

さまざまな産業が打撃を受

け…。

　ケガやアクシ

デントなど、さ

まざまな困難を

乗り越え、オリ

ンピック２連覇

を成し遂げた羽

生結弦選手。人

一倍の努力を惜

しまない羽生選手の足跡、

そしてあくなき挑戦の軌跡

を辿る感動のノンフィクシ

ョン。

羽生結弦
満薗文博

ピックアップ！今月の３冊

バルス
楡周平

マスコットキャラクター
「TO－マン」と「ライちゃん」
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※来園の際は、スポーツセンターまたはテニスコート横の駐車場

をご利用ください

子育て総合センター内

☎84－５４４０

㊼
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
お
話

　

障
が
い
者
の
方
々
が
、
安
心
し
て
生
活
す

る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、
各
関
係
機
関
が
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ

と
で
す
。

　

当
麻
町
、
比
布
町
、
愛
別
町
、
上
川
町
の

４
町
で
は
、
北
４
町
協
議
会
（
※
注
１
）
や

地
域
の
障
が
い
福
祉
に
関
わ
る
事
業
者
と
話

し
合
い
を
進
め
、
平
成
30
年
度
よ
り
〝
地
域

生
活
支
援
拠
点
〟
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●
地
域
生
活
支
援
拠
点
と
は

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
高
齢
化
・
重
度
化
や

「
親
亡
き
後
」
の
将
来
を
見
据
え
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
切
れ
目
な
く
提
供
す

る
こ
と
で
、
希
望
す
る
全
て
の
障
が
い
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

●
地
域
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
機
能

①
相
談
支
援
機
能
（
地
域
で
の
生
活
実
現
、

親
元
か
ら
自
立
し
た
い
な
ど
の
相
談
が
で

き
る
）

②
体
験
の
機
会
・
場
の
提
供
（
一
人
暮
ら
し

お
よ
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
の
実
現
に

向
け
、生
活
体
験
の
機
会
・
場
を
提
供
す
る
）

③
緊
急
時
の
受
け
入
れ
・
対
応
（
家
族
の
急

病
な
ど
緊
急
時
に
備
え
て
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
）

④
専
門
性
の
確
保
（
人
材
の
確
保
お
よ
び
養

成
、
関
係
機
関
と
の
連
携
）

⑤
地
域
の
体
制
づ
く
り
（
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の

整
備
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど
）

　
※
注
１　

北
４
町
協
議
会
と
は
、
障
が
い
者
な
ど
へ
の

支
援
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
、
関
係
す
る

機
関
や
人
が
集
ま
っ
て
協
議
す
る
場
を
つ
く

り
、
地
域
で
支
え
て
い
く
た
め
の
情
報
や
課

題
を
共
有
し
地
域
の
状
況
に
あ
っ
た
仕
組
み

や
手
立
て
を
話
し
合
う
場
で
す

　

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
川

中
部
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
た
よ
ん
」

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
上
川
中
部
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
当
麻
町
３
条
東
２
丁
目
11
番
１
号
〔
当

麻
町
役
場
内
〕
☎
８
４
―
７
１
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
４
―
７
３
３
３
）

●
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
専
用
電
話

　
（
☎
８
４
―
７
２
２
２　

24
時
間
対
応
）

わくわく教室　午前９時30分～11時30分

開　催　日 内　　　　容

６月20日（水）おまつり製作（汚れても良い服装でお越しください）

６月27日（水）
晴天時／ダンボールすべり
荒天時／ダンボールであそぼう

７月４日（水）
晴天時／水あそび
荒天時／イスとりゲーム

７月11日（水）町民プール

よちよち教室(１歳児対象)　午前９時30分～11時30分

開　催　日 内　　　　容

７月13日（金）
晴天時／水あそび
荒天時／新聞あそび

ましゅまろ教室(０歳児対象)　午前10時～11時30分

開　催　日 ７月６日（金）

あそびの広場(プレイルームの開放)午前10時～11時30分

特別行事

開　催　日 内　　　　容

６月13日(水)
10時～

11時30分

乳幼児に起こりやすい事故と対処法
場　所　子育て支援センター
講　師　消防署職員

６月15日(金)
10時～

11時30分

ベビーマッサージ
場　所　子育て支援センター
　　　　子育てサロン
講　師　片倉　美沙希　氏
持ち物　バスタオル、オムツ、飲み物
参加費　３００円（オイル代）
定　員　１０組

（定員になり次第締め切ります）

６月23日(土)
10時～14時

ぽっかぽかまつり
場　所　子育て総合センター
内　容　わたあめ、ポップコーン、ヨー
　　　　ヨーつり、おばけ玉入れ、サー
　　　　キットあそび、譲りますコーナ
　　　　ー、絵本の読み聞かせ他

７月２日(月)
10時～

11時30分

水慣れ体験
場　所　町民プール
講　師　尾崎　萌　氏
持ち物　水着、帽子、バスタオル、
　　　　水中メガネ（持っている人のみ）
対　象　１～３歳まで
締　切　６月27日(水)

７月18日(水)
９時20分～

13時50分

バス遠足
行き先　カムイの杜
集　合　子育て支援センター
持ち物　お弁当、飲み物、おしぼり、
　　　　着替え、レジャーシート
締　切　７月11日(水)

●絵本・ＤＶＤの貸し出し　午前９時～午後５時
　開館日であればいつでも利用可能。
　貸し出し期間は２週間までです。
　絵本～１回５冊まで　ＤＶＤ～１回２枚まで
●子育て相談　午前９時～午後５時
　開所日であればいつでも相談に応じます。
　・来所相談（事前に電話をお願いします）
　・電話相談（☎８４－５４４０へお電話ください）

開　催　日
６月 11 日（月） ６月 18 日（月）

６月 25 日（月） ７月９日（月）



ハートフルタウンとうまでは、宅地と宅地の間に住民の方に
自由に使っていただける、幅5ｍのスペースを設けました。
バーベキューをするもよし、ランニングや子どもの遊び場など
使い方はいろいろです。

LED 街灯



ハートフルタウンとうまでは、宅地と宅地の間に住民の方に
自由に使っていただける、幅5ｍのスペースを設けました。
バーベキューをするもよし、ランニングや子どもの遊び場など
使い方はいろいろです。

先着順にて

随時受付中です！
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　経済的な理由などで国民年金保険料を納めることが
困難な場合、保険料を未納のままにしておくと将来年
金を受けられない場合があります。申請により、前年
の所得に基づき一律（災害・失業などの場合を除く）に
判定し、承認されると保険料が免除または猶予され
ます。
●全額免除
・保険料の全額（月額16,340円）が免除されます
・免除期間は受給資格期間として計算されます
・免除期間の老齢基礎年金額は、保険料を納めた場合
の２分の１として計算されます

・所得基準は次の計算式で算出した金額の範囲内です
　（扶養親族等の数＋１）×35万円＋22万円
※申請者ご本人のほか、配偶者・世帯主の方も所得基
準の範囲内である必要があります

●一部納付（一部免除）
　この制度は保険料の一部を納付することにより、残
りの保険料の納付が免除となる制度です。一部保険料
を納付しなかった場合は、その期間の一部免除が無効
（未納と同じ）となるため、将来の老齢基礎年金の額に
反映されず、また、障がいや死亡といった不慮の事態
が生じた場合に年金を受け取ることができなくなる場
合がありますので、ご注意ください。
①４分の１納付（４分の３免除）
・保険料の４分の３が免除されますので、残りの４分
の１（月額4,090円）の保険料を納めます

・免除期間は受給資格期間として計算されます
・免除期間の老齢基礎年金額は、保険料を納めた場合
の８分の５として計算されます

・所得基準は下の計算式で算出した金額の範囲内です
　78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
※申請者ご本人のほか、配偶者・世帯主の方も所得基
準の範囲内である必要があります

〈５月中火災出動・平成30年累計〉
月 合 計 ２ 件
累　　計 ３ 件

交通事故状況〈平成30年累計・５月末現在〉

当
麻
町

発生件数 人　身　　　　　１ 件
物　損　　　　　15 件

死 者 数　　　　　　　　　　　２ 人
傷 者 数　　　　　　　　　　　２ 人

道内での死者数　　　　　　　　　167 人

平 

成
30
年
度
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

火 

災
・
救
急
出
動
状
況

急　　病 13 件（11 人）
一般負傷 １ 件（ １ 人）
交　　通 ０ 件（ ０ 人）
そ の 他 ４ 件（ ３ 人）
月 合 計 18 件（15 人）
累　　計 117 件（98 人）

（　）内は搬送人員

〈５月中救急出動・平成30年累計〉

②２分の１納付（半額免除）
・保険料の半額が免除されますので半額（月額8,170
円）の保険料を納めます

・免除期間は受給資格期間として計算されます
・免除期間の老齢基礎年金額は、保険料を納めた場合
の８分の６として計算されます

・所得基準は次の計算式で算出した金額の範囲内です
　118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
※申請者ご本人のほか、配偶者・世帯主の方も所得基
準の範囲内である必要があります

③４分の３納付（４分の１免除）
・保険料の４分の１が免除されますので、残りの４分
の３（月額12,260円）の保険料を納めます

・免除期間は受給資格期間として計算されます
・免除期間の老齢基礎年金額は、保険料を納めた場合
の８分の７として計算されます

・所得基準は次の計算式で算出した金額の範囲内です
　158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
※申請者ご本人のほか、配偶者・世帯主の方も所得基
準の範囲内である必要があります
●納付猶予（平成28年７月１日から平成37年６月末ま

で時限措置として対象年齢を50歳未満に拡大）
・保険料（月額16,340円）の納付が猶予されます
・猶予期間は受給資格期間として計算されますが、老
齢基礎年金額の計算には反映されません

・所得基準は次の計算式で算出した金額の範囲内です
　（扶養親族等の数＋１）×35万円＋22万円
※申請者ご本人のほか、配偶者の方も所得基準の範囲
内である必要があります（世帯主の所得は審査対象外）
●保険料の免除・猶予期間の追納
　将来納められるようになった場合、10年前までさか
のぼって追納することができます。ただし免除・猶予
された当時の保険料に一定の加算がつきます。追納す
ると年金額は通常に納めた場合と同じく計算されます。
●免除・猶予承認期間および申請方法
・保険料の免除・猶予承認期間は、平成30年７月か
ら翌年６月までとなります

・７月から役場戸籍年金係にて申請を受け付けます
《申請の際に必要なもの》
・国民年金手帳または基礎年金番号通知書
・印鑑
・本人、配偶者および世帯主の方で、失業された方は、
失業したことを確認できる雇用保険受給資格者証
や雇用保険被保険者離職票などの公的機関の証明
書の写し

・世帯主、配偶者および同居の親族が代理申請される
場合は、受任者の本人確認が必要なため、運転免許
証、健康保険証などの確認書類
●問い合わせ先
・旭川年金事務所（☎27－１６１１）
・税務住民課戸籍年金係（☎84－２１１１内線135）
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　犬の登録と狂犬病予防注射は、法律により室内犬、
室外犬を問わず、必ず受けなければいけないと義務
付けられています。
　犬の登録と平成30年度の狂犬病予防注射を６月
17日（日）午前９時から11時まで、公民館まとまー
る横で行います。次に該当される飼い主の方は、犬
と登録と狂犬病予防注射を飼い犬へ受けさせるよう
お願いします。
●登録しなければならない犬
　登録をしていない生後91日以上の犬
●狂犬病予防注射を受けなければならない犬
　生後91日以上の犬は毎年１回必ず受けなければ
なりません。
●料金（１頭あたり）
・登録手数料　3,000円（新規登録の場合）
・予防注射料　3,110円（注射済票交付手数料を含む）
※お釣りのいらないように用意してください
●次の場合、犬の飼い主は届け出が必要です
・飼い主の住所および氏名が変わったとき
・飼い主が替わったとき（家族や親類、近所での譲
渡においても届け出は必要です）

・飼い主が死亡したとき
●その他の注意事項
・実施会場では事故防止のため、必ず犬にリードを
付けて、行動を制御できる方が連れてきてください

・動物病院で狂犬病予防注射を受けた場合は、役場
で注射済票の交付手続きをしなければなりませ
ん。病院で交付される「狂犬病予防注射済証」と
狂犬病予防注射済票交付手数料（550円）を持参の
上、役場までお越しください

・他の予防注射（混合ワクチンなど）を受けた後に狂
犬病予防注射を受ける際には、一定の接種間隔を
空ける必要があります。他の予防注射を受けてか
ら１カ月経っていない場合は、かかりつけの獣医
師に相談し狂犬病予防注射接種の判断をしてく
ださい
●往診申し込み・問い合わせ先
　税務住民課環境生活係（☎84－２１１１内線134）
※事情により会場に犬を連れてくることができない
方は、同日午前11時から正午に往診します。希
望される方はご連絡ください

犬 

の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

１年に１回、特定健康診査を受診しましょう
「特定健康診査受診券」を送付します
　町では、国保に加入されている40歳から74歳の
方を対象に、「平成30年度特定健康診査受診券」を
送付しています（年度途中で国保に加入された方で、
受診を希望される方にも、受診券は発行します）。
　特定健診は、メタボリックシンドローム（内臓脂
肪症候群）を中心とした生活習慣病を予防・改善す
るための健診で、結果に応じて、生活習慣を改善す
るための保健指導も受けることができます。生活習
慣病の発症や重症化を予防できれば、ご家庭の医療
費の支出が抑えられ、当麻町国保の医療費も削減で
きます。特定健診をご自身の健康チェックに是非お
役立てください。
※特定健康診査は、各医療保険者が実施しています。
国保以外の方は、加入している医療保険者や職場
から案内があります

●受診期限　平成31年３月31日まで

●受診場所
　集団健診　各地区の指定会場（７月に町で申し込
みの取りまとめを行っている健診で、今年度は
10月21日～ 26日の間で実施します）
　個別健診　町内および旭川市内の指定医療機関
（詳しくは、受診券に同封の実施医療機関一覧表
をご覧いただき、直接お申込みください）
●料　金　500円
●持ち物　特定健康診査受診券、保険証
●注意事項　検査前は、最低10時間以上、飲食を
とらないようにしてください。（高血圧、心臓病
の薬を毎朝服用されている方は、薬を飲んでから
受診してください）
●その他　職場などで特定健診と同様の健診を受け
ている方は受診する必要はありませんが、健診結
果の写しをご提供いただきますようご協力をお
願いします。
●問い合わせ先　健康課保険医療係
　（☎84－２１１１内線179・181・182）

特 

定
健
康
診
査
受
診

　平成30年度の町税の納税通知書などを７月２日
付けで送付します。必ず内容を確認し、不明な点が
あればお問い合わせください。
　なお、問い合わせの内容によっては電話での対応
ができない場合があります。ご面倒をお掛けします
が、送付された納税通知書と免許書などの本人確認
ができるものをお持ちの上、税務住民課へお越しく
ださい。

●各種課税などに関する担当係・問い合わせ先
〈町・道民税、軽自動車税、国民健康保険税、納税
相談に関すること〉
　税務住民課税務係
　（☎84－２１１１内線137・138）
〈固定資産税に関すること〉
　税務住民課固定資産係
　（☎84－２１１１内線136）

課 

税
内
容
の
確
認
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　町と当麻農協では、農業振興を図るため平成30
年度より次のとおり補助事業を行います。購入をお
考えの方はお問い合わせください。
　なお、町補助についてはいずれも町税などの未納
が無い方が対象となります。
●ＧＰＳ技術推進事業（平成30～32年度）
・対象者：認定農業者（生産者・農業生産法人）
・補助条件：本事業による補助を受けた年度の経営
面積が前年度と比べ減少していないこと

※１経営体当たり２回限りとし、同一年度での補助
は１回限りとする

・補助金額：町・農協でそれぞれ下表のとおり交付
農業機械 補助率 補助金上限

・ＧＰＳガイダンス
・自動操舵装置
・補正データ受信ア

ップグレードに係
る費用

対象経費の
１/ ６以内 200,000円

●温度感知式自動巻上機導入事業（平成30～32年度）
・対象者：スプレー菊生産者（生産者・農業生産法人）
・補助条件：補助を受けた年度よりスプレー菊を７
年間以上生産し販売すること

※１経営体当たり１回限りとする

・補助金額：町・農協でそれぞれ下表のとおり交付
ハウス設備 補助率 補助金上限

スプレー菊栽培に使
用する温度感知式自
動巻上機一式

対象経費の
１/ ３以内 200,000円

●良食味米生産事業
・対象者：町内に住所を有する農業者（生産者・農
業生産法人）

・補助条件：各年度８月１日～３月末日までに購入
すること

・対象数量：当該年度水稲栽培面積に対し、10㌃
当たり100kg以内

・補助金額：町・農協でそれぞれ下表のとおり交付
融雪資材 補助額

ケイ酸質成分を含んだ融雪剤全般
※農協補助の場合は次の資材
　粒状ケイカル・ケイカル（鉄）・

スーパーミネカル４号（粒）・ミ
ネ カ ル 粉 状 ２ 号・ 鉄 ケ イ カ ル

（粒）・とれ太郎Ｐ（粒）

20kg当たり
100円

●問い合わせ　農林業合同事務所内（ＪＡ当麻２階）
農業センター（☎84－２１２３）

農 

業
者
に
対
す
る
補
助

ト 

マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
製
造
の
利
用
申
し
込
み

　毎年、夏場のトマトジュースづくりの期間は大変
申し込みが多く、１日４工程を予定していますが、
希望どおりの利用が難しい状況となっています。
　つきましては、本年度も加工グループを登録制と
し、抽選で利用日を決定します。
●利用期間　７月12日（木）～９月30日（日）
●グループに加入できる方　町内在住者
●グループの人数　７人以上、15人以内
●登録申込方法　６月20日（水）までに農林業合同
事務所（ＪＡ当麻２階）農業振興課農政係へ申込
用紙を提出してください。※申込用紙は農業振興
課窓口にあります

●利用日決定方法　登録されたグループの代表者に
出席いただき、抽選で決定します。

●抽選日　６月26日（火）
●抽選場所および時間　公民館まとまーるで午後１
時30分から抽選開始。

　　なお、当日出席できない代表者は必ずグループ
内から代理の方を出席させてください。時間に遅
れた場合には、他のグループの迷惑となりますの
で、キャンセル扱いとします。

●注意事項　１人の方が他のグループに重複して登
録することは認めませんのでご注意ください。

　　なお、不明な点がございましたらお問い合わせ
ください。

●問い合わせ先　農林業合同事務所（ＪＡ当麻２階）
　農業振興課農政係（☎84－２１２３）

平 

成
29
年
度
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

　中山間地域の農地は河川上流域に位置し、水源涵
かん

養
よう

機能、洪水防止機能により下流域住民の生命・財
産を守っています。
　「中山間地域等直接支払事業」は中山間地域の農地
の重要な機能を確保するために、農業が継続して行
われることへの支援策として、地域の集落内で協定
を結び、農地を維持していくための共同取組を行う
農業者に対して交付金を支払う事業です。同事業は、
平成27年度から31年度までの５年間にわたり実施
します。
●対象農用地
　勾配20分の１以上で１㌶以上の一団の田
●平成29年度集落協定の取り組み内容
　水路・農道の清掃および草刈りならびに定期点検、
ゴミ拾い、さらには融雪剤散布が行われました。
●事業の成果
　共同取組の実施により耕作放棄が防止され、農作
業共同化の定着により経費が削減されました。

協　定
集落名

協定参加者数（延べ人数）
交付金額

（円）

協定対象面積

計
農業者
（人）

生産組織
（組織）

地目：田
急傾斜地（㎡）

１集落 66 62 4 30,014,271 １,429,251
２集落 3 2 1 ２,151,979 128,094

合計 69 64 5 32,166,250 １,557,345

●問い合わせ先　農林業合同事務所（ＪＡ当麻２階）
　農業振興課農政係（☎84－２１２３）
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14

い
き
い
き
笑
顔

　高齢期に伴う身体の変化として、耳の衰えがあります。高齢になると「耳が遠くなった」と
困っている方も少なくありません。聴力が低下すると人と話す機会が減ったり、車の近づく音
が聞こえなかったなどの原因で思わぬ事故へつながることもあります。

●聞こえにくさの原因・種類
　高齢者の聞こえにくさは個人差が大きく、原因も多くあります。外耳から中耳までの音を伝
える経路の障害（伝音性難聴）と、内耳から聴覚中枢に至るまでの障害（感音性難聴）、そし
て両方が混ざった混合難聴があります。

①感音性難聴
　原因としては老人性難聴や騒音性難聴があります。
老人性難聴は、一般的に両耳に同じように起こり、高
い音のほうがより聞き取りにくくなることが特徴で
す。特に「さ行」「は行」「か行」などの聞き違えが多
くなります。
②伝音性難聴
　原因としては鼓膜に穴が開く、中耳に液体がたまる
などがあります。高齢者では耳から鼻にたまった液体
を出す耳管の開け閉めの機能が低下して中耳炎になり
やすいと考えられています。

③混合性難聴
　老人性難聴は多くの場合、混合性難聴といわれますが、伝音性難聴と感音性難聴、どちらの
度合いが強いかは個人によって異なります。

★聞こえの悪さは、日常生活の中に大きく影響します。聞こえにくくなってきたと感じたら、
早めに医療機関に相談し、必要であれば補聴器の使用を検討することで聞こえが良くなり、
生活への不便さが軽減することがあります。
※補聴器にもさまざまな種類があります。自分に合った補聴器を見つけましょう！
※医師の診断書があれば、助成を受けられる可能性もあります

―
高
齢
期
の
耳
の
お
は
な
し
―

《日常生活での工夫》
・外出する際には、周りを良く確認し、道を横断する際には、左右の安全を確認しましょう
※車や自転車に乗る場合は運転への集中を心掛け、踏切は警報機の音と光を確認しましょう
・周りの人に協力してもらい、周囲の安全確認や聞こえにくかった部分への協力を得ましょう
・光で電話の着信や来客の訪問がわかる電子機器を使う方法もあります

人と話す機会を減らさない！～スムーズなコミュニケーションをとるポイント～
耳が聞こえにくくなった方 周りにいる方

①耳が聞こえにくいことを相手に伝える

②聞こえに左右差があれば、聞きやすい方

の耳を相手に向けるようにする

③ゆっくり話してもらえるように依頼する

④表情が見えるようにマスクなど顔を覆う

ものを外してもらう

⑤どうしても聞き取りにくければ、筆談を

活用するなども一つの方法です

①聞き取りやすいように、ゆっくり、はっ

きり話す

②口の形や表情が見えるように顔の見える

位置で話す

③名前を呼ぶなど注意をひいてから話す

④一度話して聞こえていなければ、別の言

葉に言い換える

⑤筆談や身振りを使うことも一つの方法です

問い合わせ先　当麻町地域包括支援センター（健康課介護係）　☎ 84－2111（171・175・176）
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　歯周病は、腎症、網膜症、神経障害、動脈硬化性疾患、足病変などと並び、糖尿病の第６番
目の合併症に位置付けられていることをご存知ですか？
　糖尿病になると、「免疫力の低下」、「微小血管の障害」などの症状が起こりますが、口の中
でも同じことが起こるため、歯周病に感染しやすくなります。また、歯周病菌から炎症性物質
が放出されることで、インスリン（血糖値を下げる働きをもつホルモン）の働きを抑えてしま
います。このため、歯周病があると血糖値が下がりづらくなり、血糖コントロールも難しくな
ります。
　糖尿病と歯周病はお互いに影響し
あう病気なので、予防には食習慣、
運動習慣、ブラッシングなど日々の
生活を見直し、改善していくことが
大切となります。

―『
歯
周
病
』
も
『
糖
尿
病
の
合
併
症
』
の
一
つ
で
す
! !
―

図《歯周病と糖尿病の相互関連》

糖尿病、歯周病は進行する
まで自覚症状に乏しい病気
です。
定期的に医師、歯科医
師による健診を受けま
しょう！

　札幌国税局では、国税局や税務署において、税の
スペシャリストとして活躍する税務職員を募集して
います。平成30年度の採用試験は次のとおりです。
●受験資格　高卒見込みの者および高卒後３年を経
過していない者

●申込受付期間
　【インターネット】６月18日（月）～27日（水）
　申し込みアドレスhttp://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html

　【インターネット申し込みができない場合】
　人事院北海道事務局（〒060－0042　札幌市中央

区大通西12丁目　☎011－241－1248）にお問
い合わせください
●第１次試験日（基礎能力試験、適性試験、作文試験）
　９月２日（日）
●第１次試験合格者発表日　10月４日（木）
●第２次試験日（人物試験、身体検査）
　10月10日（水）～19日（金）のうち指定する日
●最終合格者発表日　11月13日（火）
　不明な点は、札幌国税局人事第２課採用担当
　（☎011－231－5011内線2315）または最寄りの
税務署（総務課）にお尋ねください。

税 

務
職
員
募
集

蟠 

龍
隊
員
募
集

　当麻蟠龍隊では踊りおよび楽器メンバーを年齢・
性別問わず募集します。
　蟠龍まつりや生涯学習フェスティバルなど町内イ
ベント出演の他、近郊のイベントにも多数出演し、
「当麻町の郷土芸能」として幅広く活動しています。
　加入希望の方は、お手数ですが当麻蟠龍隊代表　
五十嵐（☎080－9616－5205）までお問い合わせく
ださい。

交 

通
安
全
指
導
員

　当麻町では交通安全指導員（男女）を若干名募集し
ています。希望する方は履歴書をご持参の上、６月
22日（金）までに役場総務課防災係までお越しくだ
さい。
●問い合わせ　総務課防災係
　（☎84－2111内線114）
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でんすけくんの

メモ

イットク

大雪消防組合当麻消防署

自 

衛
官
等
募
集

●自衛官候補生
・応募資格　日本国籍を有し、平成31年４月１日
現在18歳以上27歳未満の男女

・受付期間　年間を通じて行っています
・試験期日　６月24日（日）、25日（月）のいずれか１日
・試験会場　受け付け時にお知らせします
●問い合わせ先　自衛隊旭川地方協力本部北地区隊
　（☎54－５６１７）
　総務課防災係（☎84－２１１１内線112・114）

水 

道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え

　ご家庭などに設置されている水道メーターは、計
量法により有効期間が８年と定められています。
　そのため町では有効期間の満了を迎える水道メー
ターの取替工事を平成30年６月から10月にかけて
実施します。
　取り替えの対象となる方には事前にご連絡します
ので、工事にご理解とご協力をお願いします。
●問い合わせ先　建設水道課上下水道係
　（☎84－２１１１内線160）

★当麻消防演習の開催について★

　当麻消防演習が６月24日（日）午後１時より当
麻小学校グラウンド他で行われます。
　見学席も用意していますので、お近くにお越し
の際は、消防団員の勇姿を是非ご覧下さい。
●問い合わせ　当麻消防署（☎84－２１３５）

Diary
マイタウン ６

１1
 ７

21

 保セ  保健福祉センター
医科診療所受付時間　※水曜日は午後休診、土・日・祝祭日は休診

〔午前〕月～金曜日　8：30～11：30　〔午後〕月・木曜日　13：00～18：30 ／火・金曜日　13：00～16：30

日 月 火 水 木 金 土
10 11 12 13 14 15 16

・広報｢我が郷土｣発行日 ・リハビリ器具開放日
　保セ 9:30 ～ 11:30

・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開設日

・リハビリ器具開放日
　保セ 9:30 ～ 11:30

・３歳児健診
　保セ 13:00 ～

・医科診療所午後臨時休診
・国民年金・厚生年金支払日
・声かけあいさつ運動の日
・道民交通安全日　

・当麻幼稚園親子運動会

17 18 19 20 21 22 23
・道民家庭の日 ・ヘルシーシャトー休館日 ・ヘルシーシャトー休館日

・リハビリ器具開放日
　保セ 9:30 ～ 11:30

・ヘルシーシャトー休館日
・医科診療所午後休診
・高齢者学級開設日

・リハビリ器具開放日
　保セ 9:30 ～ 11:30

・当麻町交通安全日

24 25 26 27 28 29 30
・消防演習 ・上・下水道使用料納入期限

・無事故の日
・心配ごと相談

・リハビリ器具開放日
　保セ 9:30 ～ 11:30

・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開設日

・リハビリ器具開放日
　保セ 9:30 ～ 11:30

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
・町民プールオープン ・声かけあいさつ運動の日 ・リハビリ器具開放日

　保セ 9:30 ～ 11:30
・医科診療所午後休診 ・心配ごと相談

・リハビリ器具開放日
　保セ 9:30 ～ 11:30

・乳児健診
　保セ 13:00 ～

・１歳６カ月健診
　保セ 14:30 ～

８ ９　　　　　　 10 11 12 13 14
・リハビリ器具開放日
　保セ 9:30 ～ 11:30

・医科診療所午後休診
・広報｢我が郷土｣発行日
・夏の交通安全運動 (20 日まで )
・ふれあいサロン開設日

・リハビリ器具開放日
　保セ 9:30 ～ 11:30

・飲酒運転根絶の日

15 16 17 18 19 20 21
・道民家庭の日
・道民交通安全日

・リハビリ器具開放日
　保セ 9:30 ～ 11:30

・声かけあいさつ運動の日

・医科診療所午後休診
・高齢者学級開設日

・リハビリ器具開放日
　保セ 9:30 ～ 11:30
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木
に
触
れ
て
、

未
来
の
緑
へ

つ
な
ぐ

町
民
植
樹
会

　

５
月
18
日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で
行

わ
れ
た
旭
川
木
工
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ャ

ン
プ
２
０
１
８
。
19
日
に
当
麻
町
を

中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、

北
海
道
内
外
か
ら
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

木
工
を
中
心
と
す
る「
も
の
づ
く

り
」に
関
わ
る
人
が
集
ま
り
交
流
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
動
き
を
生
み
出
そ
う

と
実
行
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
参
加
者
は
家
具
職
人
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
、大
学
生
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

当
麻
町
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
活
動
し
て
い
る
原
弘
治
さ
ん
、
荒
木

孝
文
さ
ん
が
実
行
委
員
の
一
員
で
あ
る

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
部
が
本
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
麻
で

｢

木｣

を
学
ぶ

　

始
め
に
針
葉
樹
生
産
の
現
場
と
し
て

民
有
林
を
見
学
。
当
麻
町
森
林
組
合
職

員
か
ら
森
づ
く
り
の
方
法
や
林
業
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
麻
山

麓
で
昼
食
。
美
し
い
景
色
と
自
然
を
満

喫
し
ま
し
た
。
午
後
は
当
麻
町
森
林
組

合
の
製
材
工
場
を
見
学
。〝
川
上
か
ら

川
下
ま
で
〟を
町
内
で
行
う
林
業
の
取

り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
く

る
み
な
の
木
遊
館
を
訪
れ
、
木
育
の
取

り
組
み
と
町
産
木
材
が
活
用
さ
れ
た
施

設
を
見
学
。
最
後
に
児
玉
製
作
所（
宇

１
）を
訪
れ
、
建
具
工
場
の
現
場
を
見

学
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
同
じ〝
木
〟を

扱
う
仕
事
で
あ
り
な
が
ら
、
普
段
接
す

る
こ
と
の
な
い
異
業
種
の
方
の
説
明
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

10
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
旭
川
木
工

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン
プ
は
今
年
で
終

了
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
成
果
は
東
京
の

デ
ザ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
会
形
式

に
よ
り
報
告
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

当
麻
町
緑
の
募
金
記
念
植
樹
実
行
委

員
会(

山
川
秀
文
会
長)
主
催
の
町
民
植

樹
会
が
５
月
27
日
に
く
る
み
な
の
木
遊

館
で
当
麻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
当
麻

町
森
林
組
合
、
当
麻
か
た
る
べ
の
森
の

協
力
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
70
人
で
42
本

の
サ
ク
ラ
や
ク
ル
ミ
な
ど
５
種
類
の
苗

木
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
森
林
組
合

職
員
の
指
導
の
も
と
、
重
た
い
ス
コ
ッ

プ
を
持
っ
て
土
を
掘
り
、
自
分
た
ち
よ

り
も
遥
か
に
背
の
高
い
苗
木
を
懸
命
に

土
の
中
へ
植
え
ま
し
た
。

　

植
樹
の
後
に
は
、
小
学
生
を
対
象
に

く
る
み
な
の
木
遊
館
ス
タ
ッ
フ
指
導
の

も
と
木
工
キ
ッ
ト
作
製
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
真
剣
に
作
業
に
励
ん
だ
子
ど
も
た

ち
。
で
き
た
作
品
を
見
つ
め
笑
顔
が
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
植
樹
を
体
験
し
、
木
に
触

れ
て
、
あ
ら
た
め
て
緑
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。

旭
川
木
工

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン
プ
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４
月
23
日
、
宇
園
別
小
学
校
で
子
ど

も
た
ち
が
こ
い
の
ぼ
り
の
取
り
付
け
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
さ
わ
や
か
な
風
に
穏
や
か
な
陽
の

光
、
春
ら
し
い
霞
が
か
る
空
の
下
で
15

旒
の
こ
い
の
ぼ
り
を
５
人
で
手
分
け
し

て
付
け
ま
し
た
。
揚
が
っ
た
途
端
、
空

を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
に
子
ど
も
た
ち
は

笑
顔
で
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
６

年
生
の
岡
部
桧
菜
子
さ
ん
は
、「
来
年

か
ら
中
学
生
に
な
る
の
で
、
こ
の
こ
い

の
ぼ
り
が
見
ら
れ
な
く
な
る
と
思
う
と

寂
し
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
行
事
で
も

あ
り
、
当
麻
町
の
大
空
を
泳
ぐ
こ
い
の

ぼ
り
を
見
る
こ
と
で
春
を
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

青
空
と
こ
い
の
ぼ
り

宇
小
で
こ
い
の
ぼ
り
を
揚
げ
る

　

当
麻
町
観
光
協
会（
佐
々
木
利
光
会

長
）主
催
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
、
４
月

28
日
に
観
光
施
設
周
辺
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

毎
年
、
観
光
施
設
の
オ
ー
プ
ン
日
に

併
せ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
営
業
開

始
時
間
前
に
町
民
が
集
ま
り
ゴ
ミ
拾
い

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、肌
寒
い
気
温
で
し
た
が
、

約
２
５
０
人
が
参
加
し
、
紙
く
ず
や
空

き
缶
な
ど
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
開
始
に
あ
た
り

佐
々
木
会
長
は「
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
多
く
の
観
光
客
が
当
麻
町
に
来
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
に
気
持

ち
よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
交

通
安
全
に
気
を
つ
け
て
皆
さ
ん
で
力
を

合
わ
せ
て
ゴ
ミ
拾
い
を
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
前
に

施
設
を
き
れ
い
に

観
光
施
設
周
辺
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

当
麻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
山
川
秀

文
会
長
）の
メ
ン
バ
ー
９
人
が
町
内
駐

在
所
の
警
察
官
や
町
交
通
安
全
指
導

員
会
の
協
力
を
得
て
、
５
月
２
日
に
役

場
前
道
道
で
通
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

交
通
安
全
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は「
安
全
運
転
を
お
願
い

し
ま
す
。
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
呼
び
掛
け
、
啓
発
用
の
チ
ラ
シ
、
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ

の
１
０
０
セ
ッ
ト
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手

渡
し
ま
し
た
。

安
全
運
転
を

呼
び
か
け
る

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

旭
川
市
内
に
本
社
を
置
く
荒
井
建
設

㈱（
荒
井
保
明
取
締
役
社
長
）が
５
月
７

日
、当
麻
中
学
校（
山
村
美
勝
校
長
）グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
を
無
償
で
行
い
ま
し
た
。

　

創
業
１
２
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

同
社
は
、
当
初
よ
り
地
域
へ
の
奉
仕
の

精
神
を
大
切
に
し
て
お
り
、
宇
園
別
３

区
に
当
麻
工
事
事
務
所
を
構
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
へ
の
社
会
貢
献
事
業

と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
社
員
が
自
主
的
に
参
加
し
、
鍬
を
手

に
雑
草
や
細
か
い
石
な
ど
を
丁
寧
に
除

去
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
当
麻
工
事
事
務
所
を
開
設
し

今
年
で
45
年
を
迎
え
、
本
奉
仕
活
動
は

11
回
目
と
な
り
ま
す
。
舗
装
工
事
グ

ル
ー
プ
統
括
部
長
の
阿
部
則
雄
さ
ん

は「
こ
れ
か
ら
も
当
麻
町
へ
の
地
域
貢

献
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し

た
。
５
月
26
日
に
は
同
中
学
校
の
体
育

大
会
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は

授
業
や
部
活
動
で
活
用
さ
れ
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
。
阿
部
さ
ん
は「
き
れ
い
な
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

地
域
貢
献
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

荒
井
建
設
が
整
備
奉
仕
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田
植
え
前
に

お
米
を
学
ぶ当

麻
小
学
校
５
年
生

　
「
田
ん
ぼ
の
教
室
」

　

当
麻
町
開
町
記
念
式
が
５
月
10
日
、

公
民
館
ま
と
ま
ー
る
で
開
か
れ
、
約

１
７
０
人
が
参
列
。
先
人
の
労
苦
を
し

の
ぶ
と
と
も
に
、
意
志
を
受
け
継
ぎ
町

の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

当
麻
町
は
明
治
26（
１
８
９
３
）年
５

月
に
、
広
島
、
山
口
両
県
な
ど
か
ら

４
０
０
戸
の
屯
田
兵
が
入
植
。
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
を
中
心
に
発
展
し
、
今

年
開
町
１
２
６
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

菊
川
健
一
当
麻
町
長
は「
水
田
に
水

が
入
り
、
農
機
具
の
作
業
音
が
聞
こ
え

開
拓
１
２
６
年

町
の
発
展
誓
う当

麻
町
開
町
記
念
式

て
く
る
こ
の
時
期
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た

農
業
の
風
景
を
見
な
が
ら
、
先
人
が
こ

の
地
に
鍬
を
降
ろ
し
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
。
当
麻
町
が
進
め
る
食

育
、
木
育
、
花
育
も
先
人
か
ら
受
け
継

が
れ
た
大
切
な
取
り
組
み
で
す
。
次
代

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
町
の
未
来
を
担
う
当
麻
中

学
校
生
徒
も
参
列
。
代
表
し
て
未
来

へ
の
言
葉
を
述
べ
た
菅
井
優
斗
君（
３

年
）は
、
当
麻
町
で
充
実
し
た
教
育
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
た
上

で
、「
社
会
人
に
な
っ
て
も
役
立
つ
知
識

を
当
麻
町
か
ら
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
大
人
に
な
り
、
他
の
町
に
住
ん

だ
と
し
て
も
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち

を
大
切
に
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

水
土
里
ネ
ッ
ト
と
う
ま（
当
麻
土
地

改
良
区
）主
催
の
農
業
体
験
学
習「
田
ん

ぼ
の
教
室
」第
１
回
目
の
授
業
が
５
月

７
日
に
田
ん
ぼ
の
学
校
と
㈱
舟
山
農
産

（
中
央
１
）で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
当
麻
小
学
校
の
５
年
生
を
対

象
に
年
４
回
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
ま
す
。
農
業
体

験
や
座
学
か
ら
、
当
麻
農
業
の
歴
史
や

農
業
農
村
の
多
面
的
機
能
な
ど
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
授
業
で
は
、
田
ん
ぼ
の
学
校

農
舎
で
昔
の
農
機
具
や
当
麻
農
業
の
歴

史
に
つ
い
て
町
職
員
か
ら
説
明
を
受
け

た
後
、
自
分
た
ち
が
田
植
え
を
行
う
田

ん
ぼ
の
学
校
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
㈱
舟
山
農
場
へ
移
動
。
ハ

ウ
ス
内
に
は
、
５
月
29
日
の
田
植
え
祭

で
植
え
る
苗
が
び
っ
し
り
と
敷
き
詰
め

ら
れ
て
お
り
、
児
童
た
ち
は
数
え
切
れ

な
い
小
さ
な
苗
を
必
死
に
数
え
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
児
童
た
ち
は
舟
山
さ

ん
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
手
に
取
っ

た
苗
を
し
っ
か
り
と
観
察
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
舟
山
さ
ん
お
手
製
の
お
米
ク

イ
ズ
で
は
、
た
く
さ
ん
の
児
童
が
次
々

と
元
気
に
手
を
上
げ
て
答
え
て
い
ま
し

た
。
予
想
外
の
答
え
に
児
童
た
ち
は
驚

き
の
声
を
上
げ
な
が
ら
も
、
真
剣
に
ク

イ
ズ
の
回
答
を
書
き
留
め
て
い
ま
し
た
。
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人のうごき ５月末現在・(　) 内は前月比

総人口	 男	 女	 世帯数
6,540（3）	 3,024（2）	 3,516（1）	 3,061（3）
うち65歳以上
2,665（2）

５月31日現在で当麻町に住民票のある平成29年５月生まれの赤ちゃんです
（町広報撮影）

次号発行は７月11日（水）です

５月27日に行われた町民植樹会
たくさんのお子さんが集まりました

一本一本を
丁寧に丁寧に…

｢おおきくなぁれ｣

（詳細は19Ｐをご覧ください）

今月の表紙写真
「おおきくなぁれ」

　

全
国
17
の
県
か
ら
、
西
兵
村
に
２
０
０

戸
、
東
兵
村
に
２
０
０
戸
の
屯
田
兵
が
、

未
開
の
大
地
に
開
拓
の
鍬
を
下
ろ
さ
れ
て

１
２
６
年
目
を
迎
え
た
当
麻
町
。

　

入
植
さ
れ
た
５
月
10
日
を
記
念
の
日
と

定
め
、
毎
年
開
町
記
念
式
典
を
挙
行
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

天
気
の
様
子
を
見
て
、
開
拓
記
念
碑
前

か
公
民
館
ま
と
ま
ー
る
で
の
開
催
で
あ
る

が
、
本
年
は
低
温
の
た
め
屋
内
行
事
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

参
列
者
１
７
０
人
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
、筆ひ

つ

舌ぜ
つ

に
尽
く
せ
ぬ
開
拓
の
ご
苦
労
に
、

感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
時
間
で
あ
っ
た
。

　

屯
田
兵
が
当
麻
に
入
植
さ
れ
る
４
年

前
、
明
治
22
年
９
月
に
当
時
北
海
道
開
拓

長
官
を
勤
め
て
い
た
永
山
武
四
郎
将
軍

は
、
伊
香
牛
の
将
軍
山
に
登
り
、
永
山
・

東
旭
川
・
当
麻
の
地
に
兵
村
設
置
の
構
想

を
練
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

山
頂
か
ら
果
て
し
な
く
原
生
林
が
広
が

る
大
地
を
望
み
、
や
が
て
こ
の
地
が
農
業

と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
こ

と
と
思
う
。
三
兵
村
に
入
植
さ
れ
た
屯
田

兵
の
ほ
と
ん
ど
が
、
農
業
経
験
者
で
あ
る

こ
と
に
そ
の
思
い
が
読
み
取
れ
る
。

　

将
軍
山
の
山
頂
に
立
つ
石
碑
に
は
、「
史

跡　
明
治
二
十
二
年
九
月
永
山
将
軍
此
山

ニ
登
リ
展
望
シ
眼
下
ノ
平
野
ニ
永
山
東
旭

川
当
麻
ノ
三
兵
村
ヲ
置
ク
コ
ト
ニ
決
定
セ

ル
由
緒
ノ
地
也
以
来
将
軍
山
ト
呼
称
ス
」

と
、
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

明
治
26
年
、
船
で
小
樽
に
上
陸
し
、
貨

車
で
現
在
の
砂
川
市
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら

４
～
５
日
か
け
て
徒
歩
で
当
麻
の
地
に
入

ら
れ
た
。

　

遠
く
九
州
か
ら
小
樽
に
た
ど
り
着
く
に

は
、
途
中
数
カ
所
で
の
寄
港
も
あ
り
、
10

日
程
の
日
数
を
要
し
た
。
今
日
の
立
派
な

客
船
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
荒
波
に

も
ま
れ
途
中
で
命
を
落
と
さ
れ
た
方
、
ま

た
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
方
な
ど
、
苦
難
の

船
旅
だ
っ
た
と
書
物
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

今
日
、
当
麻
町
は
永
山
将
軍
が
夢
見
た

北
海
道
一
の
優
良
米
産
地
と
し
て
発
展
し
て

い
る
が
、
屯
田
兵
と
家
族
の
皆
さ
ま
の
血
の

に
じ
む
よ
う
な
ご
苦
労
、
兵
人
各
位
の
努

力
研
さ
ん
の
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
は
申
す

ま
で
も
な
い
。
開
拓
記
念
式
典
は
、
そ
ん

な
感
謝
の
思
い
に
浸
る
ひ
と
と
き
で
あ
る
。

　

式
の
結
び
に
、
当
麻
中
学
校
３
年
生
を

代
表
し
て
菅
井
優
斗
君
が
、「
未
来
へ
の

言
葉
」
を
述
べ
て
い
た
だ
い
た
。

　
「
当
麻
町
で
学
べ
る
こ
と
に
感
謝
し
、

や
が
て
当
麻
を
離
れ
る
身
に
な
っ
て
も
、

決
し
て
こ
の
町
で
育
ち
学
ん
だ
こ
と
を
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
」、
町
民
へ
の
感
謝
と

決
意
の
言
葉
に
胸
が
熱
く
な
る
。

　

今
年
の
記
念
日
は
、
平
年
よ
り
一
足
早

く
桜
の
花
も
満
開
で
あ
っ
た
。
１
２
６
年

前
屯
田
兵
家
族
の
皆
さ
ま
は
、
親
威
知
人

と
別
れ
を
告
げ
郷
里
の
風
景
を
胸
に
刻
み

な
が
ら
、
こ
の
地
で
ど
ん
な
気
持
ち
で
こ

の
桜
を
眺
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
思
い
に
駆
ら
れ
る
５
月
10
日
で

あ
る
。

								　
　
　

菊
川
健
一
／
当
麻
町
長

１
２
６
年
目
の

　
　

開
町
記
念
の
日
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千葉太
たいよう

陽ちゃん
（３西３）

石山　鈴
すず

ちゃん
（３西４）


